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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信ネットワークにおける中継ノードを動作させるための方法であって、該ネット
ワークは、サブフレーム内のアクセスノード物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣ
Ｈ）領域において制御情報を伝送するように構成されたアクセスノードをさらに含み、
　該方法は、
　該中継ノードにより、サブフレーム内の中継ノード物理的ダウンリンク制御チャネルを
介して該ネットワーク内のユーザ機器に制御データを伝送することであって、該中継ノー
ドは、アクセスノード物理的ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を介して該中継ノ
ードにデータを伝送することを開始するために、該アクセスノードに対して、サブフレー
ム内の固定点に関する情報を有するように構成されている、ことと、
　該中継ノードにより、該サブフレーム内の該固定点またはその前において、該アクセス
ノードＰＤＳＣＨを介してデータを受信することを開始することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記データは、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣＨ）を含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記中継ノードにより、上層信号伝達を経由して、前記固定点に関する前記情報を受信
すること
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネル、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）信号伝達、または
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
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　のうちの少なくとも１つを用いることを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記固定点は、事前に構成されているか、または、プリセットであり、前記中継ノード
は、前記アクセスポイントから前記固定点に関する前記情報に対する信号伝達を受信しな
い、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、固定サイズを有し、前記固定点は、該アクセス
ノードＰＤＣＣＨ領域の終点に位置している、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、可変サイズを有し、前記固定点は、最も大きい
可能性のあるアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点またはその後に位置している、請求項
１に記載の方法。
【請求項８】
　前記中継ノードにより、実際のアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点と前記固定点との
間の前記サブフレームの一部の間にダミーデータを受信することをさらに含む、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　前記データを受信することを開始することは、中継切替遅延に対応する時間量だけ前記
固定点よりも早い時点において、データを受信することを開始することを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　前記固定点は、前記サブフレームの第４のＯＦＤＭシンボルまたは第５のＯＦＤＭシン
ボルに位置している、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アクセスノードは、前記サブフレーム内の第１の持続時間の間に前記制御情報を伝
送するように構成されており、
　前記中継ノードにより、前記制御データを伝送することは、該中継ノードにより、該サ
ブフレーム内の第２の持続時間の間に該制御データを伝送することを含み、該第２の持続
時間は、該第１の持続時間と少なくとも部分的に重複する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記データを受信することを開始することは、前記制御データを伝送した後に該データ
を受信することを開始することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　無線電気通信システム内のアクセスノードであって、
　該アクセスノードは、
　該アクセスノードが、サブフレーム内のアクセスノード物理的ダウンリンク制御チャネ
ル（ＰＤＣＣＨ）領域において制御情報を伝送するように構成されたプロセッサ
　を含み、
　該プロセッサは、
　該アクセスノードが、該アクセスノードがアクセスノード物理的ダウンリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を介して該中継ノードにデータを伝送することを開始するために、サ
ブフレーム内の固定点に関する情報を該中継ノードに伝送するようにさらに構成され、
　該アクセスノードは、上層信号伝達を経由して、前記固定点に関する前記情報を伝送す
るように構成されている、アクセスノード。
【請求項１４】
　前記データは、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣＨ）を含む、請求
項１３に記載のアクセスノード。
【請求項１５】
　前記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネル、
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　無線リソース制御（ＲＲＣ）信号伝達、または
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
　のうちの少なくとも１つを用いることを含む、請求項１３に記載のアクセスノード。
【請求項１６】
　前記固定点は、前記サブフレームの第４のＯＦＤＭシンボルまたは第５のＯＦＤＭシン
ボルに位置している、請求項１３に記載のアクセスノード。
【請求項１７】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、固定サイズを有し、前記固定点は、該アクセス
ノードＰＤＣＣＨ領域の終点に位置している、請求項１３に記載のアクセスノード。
【請求項１８】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、可変サイズを有し、前記固定点は、最も大きい
可能性のあるアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点またはその後に位置している、請求項
１３に記載のアクセスノード。
【請求項１９】
　前記アクセスノードは、実際のアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点と前記固定点との
間の前記サブフレームの一部の間にダミーデータを伝送するようにさらに構成されている
、請求項１８に記載のアクセスノード。
【請求項２０】
　前記アクセスノードは、前記中継ノードに、前記固定点よりも前の時点においてデータ
の受信を開始することを通知するようにさらに構成されている、請求項１３に記載のアク
セスノード。
【請求項２１】
　無線電気通信システム内の中継ノードであって、該システムは、サブフレーム内のアク
セスノード物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域において制御情報を伝送
するように構成されたアクセスノードをさらに含み、
　該中継ノードは、
　該中継ノードが、サブフレーム内の中継ノード物理的ダウンリンク制御チャネルを介し
て該システム内のユーザ機器に制御データを伝送するように構成されたプロセッサ
　を含み、
　該中継ノードは、該アクセスノードがアクセスノード物理的ダウンリンク共有チャネル
（ＰＤＳＣＨ）を介して該中継ノードにデータを伝送することを開始するために、サブフ
レーム内の固定点に関する情報を有するように構成されており、
　該中継ノードは、該サブフレーム内の該固定点またはその前において、該アクセスノー
ドＰＤＳＣＨを介してデータを受信することを開始するようにさらに構成されている、中
継ノード。
【請求項２２】
　前記関連データは、少なくとも、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣ
Ｈ）を含む、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項２３】
　前記中継ノードは、上層信号伝達を経由して、前記固定点に関する情報を受信するよう
にさらに構成されている、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項２４】
　前記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネル、
　無線リソース制御（ＲＲＣ）信号伝達、または
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素
　のうちの少なくとも１つを用いることを含む、請求項２３に記載の中継ノード。
【請求項２５】
　前記固定点は、事前に構成されているか、または、プリセットであり、前記中継ノード
は、前記アクセスポイントから前記固定点に関する前記情報に対する信号伝達を受信しな
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いように構成されている、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項２６】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、固定サイズを有し、前記固定点は、該アクセス
ノードＰＤＣＣＨ領域の終点に位置している、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項２７】
　前記アクセスノードＰＤＣＣＨ領域は、可変サイズを有し、前記固定点は、最も大きい
可能性のあるアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点またはその後に位置している、請求項
２１に記載の中継ノード。
【請求項２８】
　前記中継ノードは、実際のアクセスノードＰＤＣＣＨ領域の終点と前記固定点との間の
前記サブフレームの一部の間にダミーデータを受信するようにさらに構成されている、請
求項２７に記載の中継ノード。
【請求項２９】
　前記中継ノードは、中継切替遅延に対応する時間量だけ前記固定点よりも早い時点にお
いて、データを受信することを開始するように構成されている、請求項２１に記載の中継
ノード。
【請求項３０】
　前記固定点は、前記サブフレームの第４のＯＦＤＭシンボルまたは第５のＯＦＤＭシン
ボルに位置している、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項３１】
　前記アクセスノードは、前記サブフレーム内の第１の持続時間の間に前記制御情報を伝
送するように構成されており、
　前記中継ノードは、該サブフレーム内の第２の持続時間の間に該制御データを伝送する
ように構成されており、該第２の持続時間は、該第１の持続時間と少なくとも部分的に重
複する、請求項２１に記載の中継ノード。
【請求項３２】
　前記中継ノードは、前記制御データを伝送した後に、前記アクセスノードＰＤＳＣＨを
経由して前記データを受信することを開始するように構成されている、請求項２１に記載
の中継ノード。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　最初に、本開示の１つ以上の実施形態の例示的な実装例を以下に提供するが、開示され
るシステムおよび／または方法は、現在公知であるか、存在しているかに関わらず、任意
の数の技術を使用して実装されてもよいことを理解されたい。本開示は、本明細書に示さ
れ、説明される例示的な設計および実装例を含む、以下に示される例示的な実装例、図面
、および技術に限定されるべきではなく、同等物の十分な範囲とともに、添付の特許請求
の範囲の範囲内で修正されてもよい。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　データを受信すべき時を中継ノードに通知するための方法であって、
　該中継ノードが、アクセスノードが物理的ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を
介して関連データの伝送を開始する時のデータのサブフレーム内の固定点を通知されるス
テップと、
　該中継ノードが、略該固定点において、データの受信を開始するステップと
　を含む、方法。
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（項目２）
　上記関連データは、少なくとも、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣ
Ｈ）を含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記アクセスノードは、上記中継ノードに、上層信号伝達を経由して、上記固定点を通
知する、項目１に記載の方法。
（項目４）
　上記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネルと、
　無線リソース信号伝達と、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素と
　のうちの少なくとも１つである、項目３に記載の方法。
（項目５）
　上記固定点は、事前に構成されているか、またはプリセットである、項目１に記載の方
法。
（項目６）
　上記固定点は、上記サブフレームの第４または第５のＯＦＤＭシンボルに位置している
、項目５に記載の方法。
（項目７）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、固定され、上記固定点は、該ＰＤＣＣＨ領域の略終点である、項目１に記載の方法。
（項目８）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、可変であって、上記固定点は、最も大きい可能性のあるＰＤＣＣＨ領域の終点より早く
生じることはない、項目１に記載の方法。
（項目９）
　上記アクセスノードは、上記ＰＤＣＣＨ領域の終点と上記固定点との間の上記サブフレ
ームの一部にダミーデータを挿入する、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　上記中継ノードは、上記固定点に先立って、データの受信を開始する、項目１に記載の
方法。
（項目１１）
　無線電気通信システム内のアクセスノードであって、
　該アクセスノードが、中継ノードに、該アクセスノードが関連物理的ダウンリンク共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）データの伝送を開始する、データのサブフレーム内の固定点に関
連する情報を伝送するように構成されるプロセッサを含む、アクセスノード。
（項目１２）
　上記関連データは、少なくとも、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣ
Ｈ）を含む、項目１１に記載のアクセスノード。
（項目１３）
　上記アクセスノードは、上層信号伝達を経由して、上記固定点に関連する情報を伝送す
る、項目１１に記載のアクセスノード。
（項目１４）
　上記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネルと、
　無線リソース信号伝達と、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素と
　のうちの少なくとも１つである、項目１３に記載のアクセスノード。
（項目１５）
　上記固定点は、事前に構成されているか、またはプリセットである、項目１１に記載の
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アクセスノード。
（項目１６）
　上記固定点は、上記サブフレームの第４または第５のＯＦＤＭシンボルに位置している
、項目１５に記載のアクセスノード。
（項目１７）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、固定され、上記固定点は、該ＰＤＣＣＨ領域の略終点である、項目１１に記載のアクセ
スノード。
（項目１８）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、可変であって、上記固定点は、最も大きい可能性のあるＰＤＣＣＨ領域の終点より早く
生じることはない、項目１１に記載のアクセスノード。
（項目１９）
　上記アクセスノードは、上記ＰＤＣＣＨ領域の終点と上記固定点との間の上記サブフレ
ームの一部にダミーデータを挿入する、項目１８に記載のアクセスノード。
（項目２０）
　上記アクセスノードは、上記中継ノードに、上記固定点よりも前にデータの受信を開始
すべきことを通知する、項目１１に記載のアクセスノード。
（項目２１）
　無線電気通信システム内の中継ノードであって、
　該中継ノードが、アクセスノードから、該アクセスノードが関連物理的ダウンリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）データの伝送を開始する、データのサブフレーム内の固定点に
関連する情報をを受信するように構成され、略該固定点において、データの受信を開始す
るようにさらに構成されるプロセッサを含む、中継ノード。
（項目２２）
　上記関連データは、少なくとも、中継物理的ダウンリンク制御チャネル（Ｒ－ＰＤＣＣ
Ｈ）を含む、項目２１に記載の中継ノード。
（項目２３）
　上記中継ノードは、上層信号伝達を経由して、上記固定点に関連する情報を受信する、
項目２１に記載の中継ノード。
（項目２４）
　上記上層信号伝達は、
　ブロードキャスト制御チャネルと、
　無線リソース信号伝達と、
　媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御要素と
　のうちの少なくとも１つである、項目２３に記載の中継ノード。
（項目２５）
　上記固定点は、事前に構成されているか、またはプリセットである、項目２１に記載の
中継ノード。
（項目２６）
　上記固定点は、上記サブフレームの第４または第５のＯＦＤＭシンボルに位置している
、項目２５に記載の中継ノード。
（項目２７）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、固定され、上記固定点は、該ＰＤＣＣＨ領域の略終点である、項目２１に記載の中継ノ
ード。
（項目２８）
　上記サブフレーム内の物理的ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）領域のサイズは
、可変であって、上記固定点は、最も大きい可能性のあるＰＤＣＣＨ領域の終点より早く
生じることはない、項目２１に記載の中継ノード。



(7) JP 2012-520621 A5 2013.2.28

（項目２９）
　上記ＰＤＣＣＨ領域の終点と上記固定点との間の上記サブフレームの一部は、ダミーデ
ータを含む、項目２８に記載の中継ノード。
（項目３０）
　上記中継ノードは、上記固定点よりも前にデータの受信を開始する、項目２１に記載の
中継ノード。
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